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刈谷市議会議員 

2月 3日 (火) 節分・冬土用明け 大寒の朝、あまりの寒さに床離れが

4日 (水) 立春 辛く、結局朝食抜きで出かける方々も

5日 (木) 札幌雪祭り開始 いらっしゃることでしょう。

8日 (日) 針供養 食べなければからだは温まらず脳の

11日 (水) 建国記念日・初午 働きも弱まり、作業効率も低下します。

14日 (土) バレンタインデー 冬の朝こそ、暖かな飲み物やスープ

19日 (木) 雨水 など、しっかりお召し上がり下さい。

ふと気づけば、随分日暮れが遅くな
り一日が 以前に比べ長くなったよう
に感じられるこの頃、光の春です。

匂い立つ梅に誘われ、公園の陽溜りに
一足早い春を探すのも愉しい季節です。

スポーツ界では大相撲やテニスで輝か
しい功績が収められ、応援に熱が入りました。

一方、平和な日本では想像も出来ないような
中東の不穏な情勢が、連日緊迫を増す事態を生
々しい映像とともに報道されました。

本来、人の精神の支えとなるはずの信仰が排
他的で他を脅かすなど、あってはならない事が
現実となり、戦慄とともに憤りを覚えた方も多
いでしょう。

さて今年の春闘は、昨年を上回る賃上げの実
現で「経済の好循環」を生み出せるかが焦点と
言われています。少しでも多くの人達に景気回
復の実感がもたらされることを願っています。

またその結果として、刈谷市においても貴重
な税収が、将来の発展と市民の生活を向上させ
安心安全な暮らしに繋がるよう、次回定例議会
では有効且つ適正な予算編成が組まれることに
力点を置き、慎重審議を重ねて参ります。

君がため　春の野に出でて　若菜摘む　

　　　　我が衣手に　雪は降りつつ   光孝天皇　古今集　春・21

寒気の中にも、立春の名とともに土はしっとりと黒ずみ、陽だまりには

春の息吹きを精いっぱい伝えるように、初々しい若草が萌え始めます。

日本人は遥か先史の時代から、巡る自然の恵みである 若菜を摘み食して

素朴な生活の中敏感に季節を取り込みながら 春を享受して来たのでしょう。

中国大陸の文化の影響を受けつつも、飛鳥の里のおおらかな若菜摘みは

やがて、平安朝の宮中で形式化され、"若菜の賀"や "七種粥"の行事へと

発展しました。鎌倉から室町・江戸と時代が移るに連れ、再び庶民の生活

の中に呼び戻され、それぞれの地方で独自の七草の行事が生まれました。

"愛しいあなたに差し上げるため、寒さの残る春の野に出かけ邪気を祓う

という若菜を摘む私の袖には、雪がしきりに降りかかっています"貴公子の

振舞いにも、閉ざされた季節からの解放と春を迎える喜びが溢れています。

 2月 3日 (火) 議員研修会

5日 (木) ～6日(金) 会派視察

8日 (日) 子ども会大会・連合愛知議員研修会

9日 (月) 定住自立圏共生講演会

10日 (火) 工事契約監査・衣浦東部広域連合議会

13日 (金) 3月議会 会派説明会

17日 (火) 婦人会総会

25日 (水) 監査定例会

清々しい早春の碧空を仰ぐ、枝垂れ梅の
華奢で艶やかな枝には、春一番に咲き急ご
うとする元気な蕾がびっしり…

さて、ここはどこでしょう？

1/1発行の＜№47＞の答えは､今岡町の
ひもかわうどん（旧芋川うどん）発祥地の
木碑でした。江戸時代の紀行文にも登場す
る平うどんは、きし麺の基とも言われます。

"まじめに 

コツコツ､即 行動"  

頑張ります !! 



　

１月のフットワーク 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H37

実施期間

第５期

第６期（今回の計画）

第７期

2025年

年度
計画

『第６期刈谷市介護保険事業計画・ 
 刈谷市高齢者福祉計画(案)』の一部を紹介。 

１） 「第６期刈谷市介護保険事業計画・刈谷市高齢者福祉計画(案)」の計画期間 

団塊の世代の方がすべて 
７５歳以上の高齢者とな 

る平成３７年を見据えた 
計画の推進。 

２） 基本理念  ”支えあい元気で安心して暮らせる長寿社会の創造”  

～身近な地域で安心して暮らせる地域包括ケアシステムの構築～ 

●総合的な認知症対策の推進 

●新しい介護予防・日常生活 
支援総合事業の推進 

高齢者への生活支援を含む 
提供サービス体制の構築。 

●在宅医療と介護連携の推進 

医療や介護を必要とする高齢者が 
住み慣れた地域で安心して生活を 
続けられる体制づくりの構築。 

できる限り住み慣れた地域で 
暮らし、華族も安心して生活 
できるよう支援体制を構築。 

・認知症地域支援推進員の配置 
・認知症初期集中支援ﾁｰﾑ設置 

・行方不明高齢者等情報連絡網 
 の体制づくり 等 

３） 第６期事業計画の重点施策  

２０２５年の地域包括ケアシステムの姿 

・在宅医療や介護に携わる関係職種 
 が協議する場の設置を検討。 

・24時間365日の在宅医療・介護 
 サービスが提供できる体制の構築 等 

第３次あいち地震対策アクションプランが公表されました。(12月19日発表) 

 愛知県が東日本大震災を教訓に、南海 
トラフ沿いで発生する大規模な地震に係る 
新たな被害想定および複数の地震や津波を 
考慮した今後の取組みの基本方針を発表。 

〔第3次アクションプランのポイント〕 

・東日本大震災を踏まえた愛知県の被害予測 

 調査（東海・東南海・南海地震、H26/5月公表) 
 に基づく地震対策の行動計画。 

・過去地震最大モデルの想定を対策を、進める 
 上での軸としつつ、理論上最大モデルの想定も 
 「命を守る」観点で補足的に参照。 

・５つの対策の柱を中心に新たな施策体系を構築 
・計画期間・・・平成２７年度～平成３５年度 

【減災目標】 愛知県被害予測調査結果(過去最大モデルの想定)に対して「減災目標」を設定。  

【具体目標】 目標(理念)および減災目標を達成するための個別の具体目標を設定。  

★刈谷市も、地域の課題に沿って独自の「第３次刈谷市地震対策アクション」を現在策定中。 

【施策体系】 ５つの対策の柱 ３６の対策ターゲット ２４３のアクション項目で取組み。  

【重点的に取り組む事項】 4つの視点から243のアクション項目のうち、６９項目を特に 
            重要なアクション項目として位置付け取組み。 

・住宅の耐震化率  85%(平成23年) ⇒ 95%(平成３２年度まで) 
・家具の固定率   56%(平成25年) ⇒ 65%  等   （17項目） 

・ 視点1 ： 被害予測調査結果を踏まえ減災効果を高める。 
      （住宅･建築物の耐震化促進・浸水・津波非難対策の充実 等。） 

・ 視点2 ： 東日本大震災における課題等への対応を充実。 

      （災害医療活動の充実・救助活動等の交通基盤の整備の推進 等） 

・ 視点3 ： 日本の成長をリードするあいちの産業を守る。 

      （迅速な復旧・復興のための事前準備の推進 等） 

・ 視点4 ： 防災・減災の主流化・日常化を進め防災協働社会を構築する。 

      （児童・生徒に対する防災教育の充実・消防団充実強化 等） 

個別事業

アクション項目(243)

対策の柱(5)
対策ターゲット(36)

具体目標(17)

減災目標

重点的に
取り組む
事項(18)

(　)内は各表題の
項目数

施策体系

概念図

１．命を守る
２．生活を守る
３．社会機能を守る
４．迅速な復旧・復興
５．防災力を高める

「災害から県民の生命・財産
　　を守る強靭な県土づくり」

目標(理念)

刈谷市は、平成27年1月1日に「平和首長会議」に加盟!! 

"戦後70年を機に、核兵器の廃絶と恒久平和の実現に向けた活動に参画” 

 平和首長会議は、世界の恒久平和実現に寄与することを 
目的に、広島市及び長崎市が中心となり、1982年（昭和 

57年)に設立された機構。核兵器廃絶の市民意識を国際的 
な規模で喚起する取組みなどを推進しています。 

 世界160カ国6,490都市、日本では1,535の市町村が加盟。(2015年1月1日現在) この地域では 
豊田・安城・知立市などが既に加盟しており、今回は､刈谷市・碧南市などが新たに加盟。 

想　定 目　標 想　定 目標

死 者 数 6,400人 1,200人（約８割減） 40人

建物の全壊・焼失棟数 94,000棟 47,000棟（約５割減） 1,400棟

過去地震最大モデルの
想定に対する減災目標

愛 知 県 刈 谷 市

今後
提示


